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本
庄
市
議
会
９
月
定
例
会
報
告 

８
月
２
８
日
か
ら
開
会
さ
れ
て
い
た
本
庄
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
２
０
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
回
は
農
業
委
員
会
の
委
員
が
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
委
員
定
数
を
定
め
る
条
例
、
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
か
ら
旧
い
ま
い
台
交
流
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
る
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
計
１
１

件
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
」、
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

柿
沼
綾
子
議
員
の
一
般
質
問 

 

   
   

 
  

  
  

 国民健康保険の県移行にともない、税率が上がらないよう調整していきたいと答弁   

－１－ 

 

介
護
保
険
に
つ
い
て 

質
問 

○
市
の
事
業
と
な
っ
た
介
護
の
総
合
事
業
に
つ
い
て 

市
の
総
合
事
業
に
移
行
し
た
要
支
援
１
と
２
に
認
定
さ
れ
た

人
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
状
況
は
？ 

緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
と
利
用
状
況
、
利
用
の
負
担
額
に

つ
い
て 

総
合
事
業
が
始
ま
っ
て
事
業
所
を
閉
鎖
し
た
と
こ
ろ
は
あ
る

か
。
そ
の
原
因
は
？ 

 
 

認
知
症
の
場
合
、
早
期
発
見
・
治
療
が
一
番
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
早
期
発
見
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と

聞
く
。
最
初
の
相
談
窓
口
で
認
知
症
に
関
わ
る
相
談
の
場
合
は

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け

る
よ
う
に
す
す
め
る
な
ど
の
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
か
。 

○
介
護
保
険
料
の
滞
納
に
つ
い
て 

 
 

介
護
保
険
料
の
年
金
天
引
き
と
な
ら
な
い
普
通
徴
収
の
方
の

滞
納
率
が
悪
化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
本
庄
市
は
滞
納
に
よ
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
例
は
実
際
に
あ
る
の
か
。 

 

答
弁 

 

訪
問
介
護
と
通
所
介
護(

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス)

と
新
た
に
、
緩
和

型
と
し
て
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ(

基
準
を
緩
和
し
た
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

が
生
活
援
助
を
行
う)

と
、
短
期
集
中
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
整
備

し
た
。
Ａ
型
の
家
事
サ
ポ
ー
ト
は
８
月
末
現
在
９
人
が
利
用
、
負
担

額
は
１
回
１
５
０
円
で
８
月
は
延
べ
３
０
回
の
利
用
が
あ
っ
た
。 

 

総
合
事
業
が
始
ま
っ
て
通
所
介
護
事
業
所
が
１
カ
所
、
訪
問
介
護

事
業
所
が
１
カ
所
閉
鎖
し
た
。 

 

緩
和
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
専
門
職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な

り
、
利
用
者
の
状
態
悪
化
な
ど
の
早
期
発
見
が
遅
れ
な
い
か
と
い
う

懸
念
が
あ
る
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
研
修
や
報
告
に
よ
り
把
握
が
で
き

る
の
で
発
見
の
遅
れ
は
な
い
と
考
え
る
。 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
ま
だ
開
始
し
て
い
な
い
。 

 

２
年
以
上
滞
納
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己
負
担
が
３
割
と

な
っ
て
い
る
人
は
１
８
名
お
ら
れ
る
。 

 

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
の
動
向
に
関
し
て 

質
問 国

や
自
治
体
は
国
保
は
助
け
合
い
、
相
互
扶
助
の
制
度
だ
と
強
調

す
る
が
、
国
保
法
に
は
は
っ
き
り
と
「
社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

来
年
度
か
ら
の
県
単
位
化
に
よ
り
所
得
に
占
め
る
割
合
が
県
内

ト
ッ
プ
の
保
険
税
は
ど
う
な
る
の
か
。 

協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
保
険
料
に
す
る
に
は
１
兆
円
が
必
要
と
い

わ
れ
て
い
る
中
、
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
で
３
４
０
０
億
円
の

公
費
が
投
入
さ
れ
て
き
た
が
、
県
単
位
化
に
な
っ
て
も
保
険
税
は
安

く
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

と
思
う
が
、
今
後
の
繰
り
入
れ
、
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
見
通
し
、

こ
の
間
の
公
費
の
使
途
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。 

 答
弁 

 

第
３
回
目
の
納
付
金
額
は
２
回
目
と
比
較
し
て
３
億
２
４
０
０

万
円
減
額
さ
れ
た
。
標
準
保
険
料
率
も
大
幅
に
下
が
っ
て
資
産
割
を

除
け
ば
、
ほ
ぼ
現
行
と
同
じ
税
率
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
来
年
１

月
の
本
算
定
の
結
果
と
あ
わ
せ
て
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
か

ら
答
申
を
い
た
だ
く
流
れ
と
な
る
。 

２
０
１
５
年
の
１
７
０
０
億
円
は
保
険
料
の
低
所
得
者
支
援
の

た
め
、
保
険
料
の
軽
減
対
象
と
な
る
低
所
得
者
数
に
応
じ
た
自
治
体

へ
の
支
援
が
さ
れ
、
基
盤
安
定
繰
入
金
保
険
者
支
援
分
と
し
て
８
２

０
０
万
円
が
増
加
し
た
。
赤
字
補
填
を
繰
入
金
で
い
れ
て
保
険
税
を

下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
入
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
繰
り

入
れ
も
あ
る
の
で
、
う
ま
く
考
え
な
が
ら
税
率
が
上
が
ら
な
い
よ
う

に
調
整
し
て
い
き
た
い
。 

       

  

 



 

森
林
環
境
税(

仮
称)

の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
に
対
す
る 

 

日
本
共
産
党
柿
沼
綾
子
議
員
の
討
論 

 森
林
環
境
税
は
、
２
０
１
６
年
、
４
月
現
在
で
は
３
７
の
都
道
府
県

と
横
浜
市
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
課
税
対
象
は
個
人
及
び
法
人

で
、
税
率
は
住
民
税
（
府
県
民
税
・
市
町
村
税
）
の
均
等
割
の
超
過
課

税
を
行
い
個
人
で
は
４
３
０
０
円
か
ら
１
２
０
０
円
を
上
乗
せ
し
、
法

人
で
は
均
等
割
額
の
５
％
か
ら
１
１
％
を
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。
導
入

に
際
し
て
県
民
の
合
意
、
理
解
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難
い
自
治
体
も

多
数
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

産
経
新
聞
２
０
１
６
年
１
１
月
２
４
日
付
け
に
は
自
民
・
公
明
が
計

画
し
て
い
る
「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
は
地
方
自
治
体
か
ら
の
反
発
が

相
次
い
だ
た
め
、「
政
府
・
与
党
は
、
２
０
１
６
年
１
１
月
２
３
日
平
成

２
９
年
度
税
制
改
正
で
・
・
・
導
入
を
先
送
り
」
し
た
と
報
じ
て
い
ま

す
。 

 

日
本
共
産
党
は
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
は
国
民
に
等
し
く
負
担
を
求

め
る
の
で
は
な
く
「
地
球
温
暖
化
対
策
税
」
の
拡
充
を
は
か
り
、「
使
途
」

と
し
て
「
森
林
吸
収
源
対
策
を
位
置
づ
け
」
て
「
森
林
・
林
業
に
お
け

る
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
行
に
必
要
な
財
源
を
あ
て
る
よ
う
」
提
言
し

て
い
ま
す
。「
地
球
温
暖
化
対
策
税
」
は
石
油
石
炭
税
の
上
乗
せ
措
置
と

し
て
２
０
１
２
年
１
０
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

環
境
に
関
わ
る
す
べ
て
の
分
野
で
大
企
業
の
製
造
責
任
・
排
出
責
任

を
厳
し
く
問
う
環
境
保
全
の
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
汚
染
の
原
因
と
な
る

物
質
を
生
産
・
使
用
し
て
い
る
企
業
の
責
任
と
負
担
を
明
確
に
し
た
環

境
対
策
税
な
ど
を
創
設
す
る
、
と
い
う
の
が
共
産
党
の
早
く
か
ら
の
立

場
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
て
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 
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２
０
１
８
年
度
に
む
け
て
の 

 
 

 

予
算
要
求
懇
談
会
の
お
知
ら
せ 

 
 

日
本
共
産
党
と
本
庄
市
議
団
は
、
市
議
会
に
議

席
を
得
て
か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
予
算
要
望
を
行

い
、
市
民
の
声
を
議
会
や
市
政
に
届
け
て
き
ま
し

た
。 

 

今
年
も
皆
さ
ん
の
要
望
を
聞
く
予
算
要
求
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

期
日 

 

１
１
月 

１
４
日(

火) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
６
時
よ
り 

場
所 

 

は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
・
ア
ト
リ
エ 

 

※ 

後
日
、
市
長
へ
の
要
望
書
提
出
を
行
い
ま
す
。 

本庄市で１，９８５人が値上げに！  

   ―後期高齢者医療保険料― 
 

 75才以上の後期高齢者医療では、今年度（2017年）から一定の所得以下の

所得割額や、被用者保険の被扶養者であった方に対する均等割額の軽減措置

の一部が見直され、値上げとなりました。 

10月 13日に開かれた県後期高齢者医療広域連合議会での日本共産党戸島

義子議員の質疑に対する当局の答弁によりますと、県全体では、12万 5千人

の保険料が上がり、平均して 7，000円を超える値上げ額となっています。 

 本庄市の影響について、担当課に調査をした結果をお知らせします。 

 

  後期高齢者医療保険料の軽減特例措置の見直しに伴う影響額 

 

見直しされる 

軽減特例 

影響を受ける  

被保険者数(人) 

 影響額(円) 一人あたりの

影響額(円) 

低所得者に対す

る所得割 5 割軽

減→2割軽減 

県  81，217人 

市   1，160人 

県 596，751，825円 

市 8，186，640円 

県 7，348円 

市 7，057円 

元被扶養者の均

等割軽減 9 割軽

減→7割軽減 

県  33，633人 

市    578人 

県 283，189，860円 

市  4，866，760円 

県 8，420円 

市 8，420円 

元被扶養者の均

等割軽減 9 割軽

減→8、5割軽減 

県  10，674人 

市    247人 

県 22，522，140円 

市   521，170円 

県 2，110円 

市 2，110円 

 

合   計 

県 125，524人 

市  1，985人 

県 902，463，825円 

市 13，574，570円 

県 7，190円 

市 6，839円 

 

大企業の製造責任、排出責任を問う「環境保全ルール」の確立が重要 


